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花折断層沿い京都市大原の地殻応力値に関する比較・検討

A study of the crustal stress at Ohara town, Kyoto prefecture, near the Hanaore fault
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花折断層沿い京都市左京区大原で1 9 9 7年に行った水圧破砕法による地殻応力値について，野島断層近傍及び日
本の他地点での水圧破砕法による地殻応力値と比較・検討する．

大原測定点は花折断層の地表トレースより西に約6 0 0 m離れている．大原での深度2 0 0 mから4 0 0 mにかけての地
殻応力値は，水平最大応力18MPa，水平最小応力12MPaであった．

野島断層沿い（平林を除く）水平最大応力は，被り圧程度かそれ以下である．日本の他地点での同一深度での
水平最大応力は， 2 0～3 0 M P aである．大原の地殻応力値は野島断層沿いの値より大きく，日本の他地点の値より
小さい．

はじめに
花折断層沿い京都市左京区大原で行った水圧破砕法による地殻応力値について，野島断層沿い及び日本の他

地点での水圧破砕法による地殻応力値と比較・検討する．
大原測定点の概要

大原での水圧破砕試験は，深度2 1 2 m～4 1 2 mにかけて，1 9 9 7年1 0月から1 1月に行われた．大原測定点は花折断
層の地表トレースから西に約6 0 0 m離れている．花折断層は花折峠付近で屈曲しており，大原測定点は花折断層の
南半分の直線部にあたる．地質調査所が1 9 9 6年行ったトレンチ調査結果では，花折断層の北半分が1 6 6 2年の寛文
地震の際に活動したと考えられている．

大原測定点の地殻応力値
通常，地殻応力値は測定深度と共に増大するが，大原では深度3 0 7 m・3 2 3 m・4 2 0 mで上下の値より小さい応

力値が測定されている．コア観察・検層結果より，深度3 2 9 m～3 7 6 mと4 2 1 m～4 2 8 mでは岩盤（花崗閃緑岩）が破
砕している．従って，この３深度では応力が緩和していると考えられる．この３点を除いた大原での地殻応力の
平均値は水平最大応力が18.0MPa，水平最小応力が11.7MPaである．

比較データ
大原での地殻応力値を比較するデータとして，1 )大原と同じ水圧破砕法による測定，2 )測定深度2 0 0 m以上，

3 )測定地点での岩質が花崗岩質または硬岩であるものを用いた．比較対象グループとして，1 9 9 5年の兵庫県南部
地震で応力が解放されたと考える淡路島の野島断層沿いと淡路島以外の日本の他地点の２グループとし，以下の
測定点の値を用いた．

野島断層沿い：育波（花崗岩，地質調査所）・平林（花崗岩，防災科研）・岩屋（花崗岩，防災科研）・小倉
（花崗閃緑岩，大学グループ）

日本の他地点：岡山県万成（花崗岩，京都大学）・茨城県筑波（花崗岩質変成岩，防災科研）・茨城県石下
（両雲母花崗岩，防災科研）・栃木県足尾（花崗岩，防災科研）・兵庫県猪名川（超丹波帯堆積岩，地質調査所）

比較結果
大原と野島断層沿いとの比較

野島断層沿いの地殻応力値は，平林の深度8 5 0 mまでの応力値を除き，ほぼ同一の深度分布を示す．水平最大
応力は，被り圧程度かそれ以下である．

大原での地殻応力値を同一深度で比べると，( 1 )大原の水平最大応力は，野島断層沿いでの値より1 0 M P a大き
い．(2)大原の水平剪断応力と水平平均応力の比（0.2～0.3）は，野島断層沿いでの値（0.2以下）より大きい．

大原と日本の他地点との比較
水圧破砕法によって得られた日本の深部地殻応力値には，次のような特徴がある．(1)地表から深度250mまで，

応力値は深度と共に増加する．( 2 )深度2 5 0 mから6 0 0 m（もしくは7 0 0 m）までは応力値はほぼ一定（水平最大応力
値2 0～3 0 M P a・水平最小応力1 0～2 0 M P a）である．( 3 )より深い深度では応力値が不連続に増加する（水平最大応
力40MPa以上・水平最小応力25MPa～40MPa）．

大原の地殻応力値を同一深度で比べると，( 1 )大原の水平最大応力は，日本の他地点の値より７M P a小さい．
(2)大原の水平剪断応力と水平平均応力の比（0.2～0.3）は，日本の他地点の値と同程度である．


